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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　１１月　４日　(水)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　藤原　百合子　　記録者　庭田　弘志　山地　孝志
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 勉強会担当より

１１月１６日（月）の週より認知症についての知識について確認します。

各自、認知症の中核症状・周辺症状についての復習をしておいて下さい。

· 本日より１２月４日（金）までの5週間、作業療法学生による実習が予定されています。南病棟へ実習に来る際、宜しくお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・山下　ヨシ様～帯状疱疹続いている事から、ロキソニン3T　3×ｎｄE/７日分　

本日夕から継続処方となっています。引き続き症状の観察・確認をしていきまししょう。なお、帯状疱疹痕部位のアズクロ軟膏塗布は止めとなっています。

· 小山　正好様～シンラック液1本処方となっています。

腹部状態の観察、排便状態の確認をしていきましょう。

・北山　和子様～本日ハロマンス（５０）１A筋注施行しています。

身体・精神症状、睡眠状況の観察を行っていきましょう。

　　　　　　　　次回筋注は11月25日となっています。

　　　　　　　　　なお排泄に関して、現在日中はリハビリパンツ使用にてトイレでの

排泄を促しています。しかし、最近トイレ便器からの転倒の危険、介助実施するスタッフへの粗暴行為等あり、排泄時の事故危険リスクが高くなっています。

その為、排泄に関してはオムツカバーとパット使用に変更し、排泄の確認を実施する事とします。排泄チェック時、皮膚状態の観察も忘れずに行い、皮膚状態が悪化しないよう対応して行きましょう。

＜患者様NCP評価・検討＞　　　　　

・和田　敦子様～本日、スタッフ介入による身辺整理にて、チェスト内から嗜好品を発　　見しています。なお、保存期間も不明です。

また、衣類更衣に関しては、更衣後の衣類か洗濯後の衣類であるか、区別を付けず、チェスト内に入れています。私物保管場所に関しても、洗面台の収納場所から衣類が出てくるなど、適切な場所や方法に関しても判断・理解が低下している状況です。

その為、Aユニット担当についたスタッフは、各勤務帯で、室内の状況やチェスト内の物品を確認し、室内の環境衛生に努めていきましょう。

なお、入浴後の衣類は、スタッフ預かりとし1階の私物庫保管にて

妹様の面会時に渡す事となっています。その為、入浴介助についたスタッフは、忘れずに処理するようお願いします。

　　　　　　　　　

・橋本　万様～現在、日中の不穏状態改善目的にて、服薬調整中です。日中大声での要求や独語、自身のオムツ外し等は継続し見られています。引き続き、精神症状の観察、睡眠状態・日中の活動状況について確認し、情報提供していきましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

· 織田　比佐子様～チラシで鍋敷きを作成しています。その際、旦那様の面会時の会話　

が続かない事や娘さんの面会が無いことなど心配して話されています。本人の訴えに共感し、作業に集中し取り組める環境を提供出来るよう努めて行きましょう。また、普段の生活状況の観察も合わせてお願いします。

· 和田　敦子様～面会時の差し入れのおやつをチェストに保管したり、衣類を洗面台の　　

中に入れ保管している状況が見られます。又、村舘ミネ様より「物をもらった」と話す事ありました。他者との距離が近くなっている様子見受けられます。本人様の状況把握や環境整理に介入し、他者トラブルなく過ごして頂けるよう努めて行きましょう。

· 小笠原　芳郎様～趣味活動の時間の過ごし方ですが、本人は他者の作業を見ているの

が好きと話されています。創作活動は丁寧で、カレンダーの貼り絵やガムテープで貼りつける作業は几帳面に行っています。創作活動や貼り付けの時は声を掛けて、一緒に行う様にしていきましょう。プログラムへの参加は良好で、表情も良くなってきました。

　　　　　　　　　　　引き続き、プログラムの様子について観察し、本人様に合った作業について把握に努めていきます。

【10月の総括と主治医の指示箋について】

10月のプログラム記録が完成し、提出予定です。また、主治医の指示箋も処方していただく事になり、準備中です。生活機能回復訓練の基準・手順書も改訂しています。南病棟に転入した時点でなるべく早くNM-SとN-ADLを評価していただく事になりますので、担当より評価依頼がありましたら、早めに提出するようにしましょう。







